
１人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立玉島高等学校 

実践者等 望月一宏 実践日 令和３年５月～12月 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

学校設定科目 ＴＡＣＴⅠ 

対象生徒（学年等） １年生 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

 

使用したアプリ等 スライド、スプレッドシート、Classroom 

実践の概要（ねらい等） 

外部講師による講演会の内容をまとめたスライドを作成し、

グループ内で発表する。 

実践の内容 

 

（１）外部講師による講演会の内容をレポート用紙にまとめる 

・生徒は４つの班に分かれて、外部講師による講演を聴き、レポート用紙（紙媒体）に

まとめる。 

 

（２）レポート用紙（紙媒体）を元に発表用スライドを作成する 

 ・講演会の内容をまとめたレポート用紙を元に、発表用スライドを作成する。 

型となるスライドをもとに、各自で工夫して構成を考える。 

講演内容でわからなかったこと等は、各自で Chromebook を用いて検索をし、情報を 

集める。 

 

（３）グループ内でスライドを用いて発表する 

 ・グループ内には、それぞれ異なる講演内容を聴いた生徒が  

集まっており、「発表→感想を伝える」を繰り返す。 

新型コロナウイルス感染症対策のため、生徒の感想をスプ 

レッドシートに入力することにした。 

最後に発表で使ったスライドを、指定の共有フォルダに提   

出する。 

 

※外部講師の講演内容等は事前に Classroom を利用して生徒に連絡していた。 

参考となる HP等 
 

 


